
小栗上野介関連史跡訪問 (高崎市権田町)報告書 2023年 9月 28日

IJli l()(,'り lrtょ り坂を [:っ た1場 l'「に l_「キキの本11は ありまう.皆 さんますここを今りました,

今卜のlJ「 1ぢでは、 1可か|'「か、坂を 11る ことになるので1キ きんF貞り1(れ るかな??

【まずは資料館見学】
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境内にある資料館で一 lF・自l象に残ったIJく イJき の 【駕籠】・・[Jヽ栗 L野介が最後に乗ったお駕籠』

慶慮 4年 (1868)1判 4月 611颯 l、 小栗上野介はこの駕籠で水沼河原に運ばれ、 lt可1に よって (罪な

くして斬首〉された。俗に 【捨て駕有L】 と呼ばれている。西11:は小栗父 rを 殺した後、沢山あった

家貝4道 :年を全て高崎に lllび ノ、札して売Лlし 11資 金に充てた.そ のん、権111付 (束 i中i寺 含む)に は、

小栗家の遺占」|な どは皆無に等しい。資料館にはわずかに遺品があるが、生前上野介が村人たちに与

えたものだそうです。 皆さん、興味のある品々を見ていました。

【小栗上野介斬首後 西軍が押収した品触】
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鉄砲や鈴などのほか、 ド着までも押収 している
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本 堂 脇 に 立つ 2体の胸 像

左 :小 栗 11響予介

イT:栗 本llll■ (し ょうん )

【1lFIイトυ)‖何イ彙】・ ・ ソく 111 1+1貴ι山

賀海
'「
「 廠に建立されたが戦中の

1人の供出にあう.そ の‖|、  ijで 1ま

セメント像建、|、 ‖ri1 27年 11「びll l

と|」 し月旬1象 を建 11 余ったセメン

ト‖「り像は、 ゆかりの地である束|「
■にf多って来た.

【ll」 :の 胸像】・・ 世須賀製鉄|'「
建設σ)リリブlイ 、 11野 介と

'い

こ‖ 4く

,■ イヽ化に|ぶ ノリ、 1り |1台
'ス

1年 |ユ タ「は同

|:|↑ として,1ザF

何故、押力」:の 1「り像が ?  |lflll直 (の ,́:る 。,こ海軍建築ム)Jt)

った栗 4(1カ」|プ ,業績を小栗上野介と■7ん で順|夕すべきと考え、

きかけるも lJIの |,｀ 1‖ ,)の I里角イを,11,れす、束善itt勺 の小栗

は、|にⅢ:1製鉄 |サ「建 llをにII↓場 rif「 1/と して才

'こ

を振る

〃、す1に よる‖「り像作成を発案 隣須賀 li内へ′)設置tを llll

li野 介‖「り1象の1辟に設 I:す ることになる.

〔L野介の:'情は、皆さんへ説り]を したが、栗本鋤雲の胸像がなぜあるのか、Jl記の理由は知らなかった。〕

胸像 2体の左裏にある 〔小栗父子〕を中心に左右に五基の墓が並ぶ場所は、全員が見学した

基の 1年で 千:を rヽわせ るノ、やお菓を‖リヒめて考えに :́、 ける人な
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この場|]1に 在る 1小栗父 f υD吃て

'この場|]「から階段が多数あり、
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小栗父子が埋葬されている本

ここでは、皆さん時間をlkっ てゆっくりとお参り

をしていました。
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この場 |ウ千まで、階段 l:り をした人は 8人でした.3分 ほとの階段上りですが、最初は皆さん元女tに 今っていましたが

やはり年に |ま勝てず、最後は息をLlら せての九t参 となりました。皆さん良く今りました。

この颯には、最初‖[1体 しかIJ井 されていませんでした。所謂、〔お11級 llえ〕でイ1名 な館体の法輪寺から「1が権「]村

に戻って来たのは、 1:野介が中千尚されてメし 年たってからです.今はここに首と‖1体が 緒になり埋ラ|さ れています

〔小栗父子の東〕

両倶1に立つ三名の菓と石碑
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小栗上野介首級埋葬処碑 〔水沼河原で上野介と一緒に斬首された三名の墓〕

荒り|||イ i蔵・ ・・常陸国 |11身  遣米使節に1地行する
人り:磯 1郎・・権円村出身の家臣

渡辺人二1郎・・,|:戸から権 IH INlへ随行して来た

昭和 34年 4月 6日 建 アヽ



本lit内で、樹 ll住職からの講義が始まった。
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【観音山の小栗邸跡を訪ねて】
11野介と妻が普請中の家を確認する為、歩いた山道を辿って

午l・ 力F,の サ↓学地は、1〔清■か「ソ約 l kml〔 (11崎プブ両i)へ ′「った 【満 71池  ますしⅢいけ】のちⅢl場かF,です,
ここからは、Fり f ヘイ|る ノ、と近くにある熊谷直り〔ゆかりの受馬 【lu 栗 [】 が|キっていた11占様をⅢじる71市

'1占
11を

'と

'r'‐ ろノ、に分かれました

満ブチ1也

艤
り  ,

観音山小栗邸助i

1ヽ 1li崎

IJ道からlfllヘ ノ、る‖イ1道が入 |です 道路を 10()1轟 1■ると右1則 に入る 1す芭あり

山道は L野介と妻道 rが屋敷の進捗状況を確認するために登った道で、そこを私達も当時を偲んで登りました。

【1ヽコ丈イ(1゛】υ)イ i l ll

足J「 |ま ‖|,レ Iti杵 |:リト

タ:'ま 16代 l11の 筆

に kる

小栗氏卜跡 lしの 11に 建

てられている

11野 介達も‖りしめた絶 ,t、 力,れ た体を癒 してくれて皆さん 1分堪能 した
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(1()|‖ FЧ 方)111,lllil也 と 【at占山用水】広 々とした 今もゲヽる河巧|イ Iの 礎イ
「 (1か ,'「はl lil認 した)Lり Fイトが造った



【小高用水】では地元の佐藤さんに大 舌になりました

ド;この時f4:藤 さんと知リイゃい、それ以来何度かメールのやりlkり をしていました.｀
il l lも 地元に入ならではの用

水に11す るお11を していただき皆さん 1)良 くわかったと思います.ま た、ハ|コ ーヒーや 【すいき】に「 家製梅十

しまでお 11「イ:に 11き ました 人変おlltl話になりました,
中し訳なかったのは、ll汁 寺での‖|ド ||オ ーバーがそのままll続 し、il着か遅れてもイ|っ ていてくれた■です.

《小高用水は、小栗上野介がルート設定し、

Ⅲ″ 0ヽ

地元民が完成させた》

た々Jギ1,1落 は、日]1劇 を‖11す ためン)4くに水‐)て いた その‖キ、

小栗上野介が観青山に「]水 を作ったことを知 り、 '分辻の集落に

|||′Кを(|:´ )て お′(と いと 11野 介に依中Ⅲし、ルー トfl成 をしてもらう

上野介亡き後は、地フ亡民辻で協ノJし 尾‖tを  つ越えた (稲瀬沢〉
の水をり|く ことが|111(た (約 l kmの サ||′К『各)

それ1ガ年はた味しいお米を作ることが||1来 たとilう .

150年 後の今でも小高川水は地ソこ民が交替で11■H運■をしている

《小高用水》。 ここからドの「千1同を‖‖しています

●1た
「
|と してυ)小高用水は ll真 にある‖:分だけですが、

た際はここからゴIに ある 11を  つ1畦 えた (1商瀬 iナくりか ,,4く を

りいています .(卜 記写二1)

小高11水 は何HIで も水がlliれ ることが無いと言うことです.

それは戦後、こυ)Lに 広がろlll lJの 水を11る /り、別の用′kも

造 ,́た そうです.そ れが小高用水とrゃ流する為水量が|111に

なったそうです.((41藤 さんの言い

ド記 3枚の写 {ゞを使い、佐,榛 さんから現在用 4く↑lIりの言1を聞いた

稲瀬沢の取 り入れ国 人きな1多の林
にある.11は イiでせきとめただけの

ものだった。 ここから左のパイフ

(地 | )`こ 導 かれ る.、

砂溜 り (沈砂池) ますいったん′К
に jLじ る砂をここで lLめ て水だけに

し、落 liな とのコミ1)金綱 で・lJく .

ゴミ1(り は1文 り入れ日と、ここと、

ゴ ミ枡 (ま す)  砂溜 りの次に

もう いここでゴ ミを最終チェッ

クする。ふだんはフタをしていま

す。こσDま ま飲めるいい水です.

(前 もつて佐藤さんと
｀
1日 の11ち 合わせをした‖十点で、件1体 さんからl‐ i肛1沢の収入れIJま で 11で案内すると提案が

ありましたが、サ1道 15分かかると「iわ れ写真での言
'tり

1に /3り ました,

観音山小栗邸跡
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後に訪れた 《小栗上野介終焉の地》石碑

■ ●

最後に訪れたのが、倉漱1町 iノ 倉にある 【小栗「 野介終焉の地】

イill l,Lよ りだいぶ遅 くなってしまい皆さん 1)お疲れの様子.

それでも何とかイiFlの 廻 りを歩いてイi`中 に書かれている笥:村 者の名

前などを良く観察 していた,流イ「、ll談会の会 :当 だ.

石碑のある場所は、突際に 11野介と家卜13名 が中千首された川原でな

く、 11千の傍にあるFlん にの中に造られている

3名 の家臣は、荒川ネイi蔵・人リト磯 十郎・渡辺太 1郎です

「偉人小栗上野介罪な く

して此所 に斬 らるJ

と同′られた顕彰慰霊碑が 立

ち、終メ;の 地であることを

示している.

|llえ は「糸F力 iHl後 の政争と

小栗11り fイド′)クビJ の著 r/1を

川|]「 ltの 計十です

建 r14は 1倉 1日 付と鳥,111

の「hi11民 イl tiに よる.

建 r′ :f卜 は‖FI千1 7年  (11)32)

事11R

事t鬱為奪諄倉嬌0
=■
■9

小栗上野介終焉の地に
/74っ
ィi碑 と看 lFtや標柱等

推定ですが、赤囲みの部分が小栗上野介と3人の家Hiが斬首された場所か ?


